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昭和３９年度漁況海況予報事業報告書

東京都水産試験場

１調査の実施伏況

（１）実施機関および担当者名

実施機関東京都水産試験場場長

鈴
小
阿
坪

順
男
登
二

尚
慎

木
西
部
川

担当者 全大島分場１海祝

漁況

（標本船調査）

プランクトン

２

内
瀬
田
川

智
泉

3．

桝
広
倉
坪４卵、稚仔

洋
慎

沖合定線調査２

実施調査船イ

船名

調査船要目

あずま 船長名中川政男乗組員１８名

トン数

機関の種類

６２３２トン 馬力２５０１Ｐ

ディーゼル（阪神）速力８０ノット

Ｔ、Ｓ、Ｏ型（ＴＳＫ製）馬力２５１Ｐワイヤー長１

型式産研ニユースーパーグラフ０１３００型

ＫＯ２８ＫＯ

記録レンジ浅０～１３０，１００～２３０，２００～３

深０～５２０，４００～９２０，８００～１

記録紙乾式（巾１５ｍ）

レーダー沖電櫟製１５００型

測深機 ０００ｍ

音響測深機

３０７７Ｚ

３２０７７Ｚ

ノ
その他

観測定線調査ロ

(別 図）

ハ調査項 目

Ａ全測点において通常鏡狽
９

句

海象..…採水測温、透明度、水色、波浪、ウネリ、

気象・…・風向、風力、雲量天気、気温、気圧

生物..…⑥B網０←１５Ｍ（底）垂直採集

（ご)A網表層水平5分曵網

Ｂ議測層

塩素員

－１－



０，１０，２０，３０，５０，７５，１００，１５０，２００，３００，４００，５００，

６００ｍ（計１３層）

特異現象．．.・・魚撰器による魚群の分布潮境の目視競測

実施概要

(別図）
３６１１

韮

弘

ﾖヨ

独

列

lJI2r１４０ １４１1３９１３８

註２月大島～鳥島間１０側点

４，１０月大島～ベヨネーズ間８測点

－２－

調査年月日 船名 側点数 実施,点数 欠測点数 調査員名 備考

３９．４．９～１１

３９．１０．１３～１６

４０．２．１５～１７

あずま

〃

ﾊﾞｸﾞ

８

８

１０

７

８

１０

１
０
０

藤浦

〃

阿部、藤浦

０３２欠測

(ベヨネーズ）

ﾍｻﾞｮﾉｹ共



(3)地先定線調査

ィ実施調査船

船名

船名

調査船要目

あずま

卜ン数

やしお

トン数

機関の種類

深測機

音響測探機

名
名

脹
鵬 中川政男

梅田伊次郎

あず主

やしお

乗組員１８名

乗組員６名

1，
１

(2)のイに同じ

1．

１３７８トン，馬力９０１ｐ

ヤンマーデイーゼル 速力Ｔ５ノット

手動深測機ワイヤー長さ２００７７Ｚ

形式海上電機Ｆｏ－１０型

ＫＯ４０ＫＯ

記録レンジ０～１２０，１００～２２０，２００～３２０，３００へ

記録紙乾式（巾１Oc77z）

なし

Ｏ～１２０，１００～２２０，２００～３２０，３００～４２０，４００～５２０７７Z

その他器具

ロ観測定線概要図

0

－３－



ハ調査頂目

海象….．(2)のハに準じて行ない観測層は「あずま」は４００ｍまでの１１層、「やしお」は

手動測深機使用のため１５０ｍまでの８層とした。

気象.．…(2)のハに同じ

生物．.…(2)のハに同じ

特異現象．．．.．(2)のハに同じ

二実施概要

(4)標本漁船調査

イ標本漁船の選考について

かつて伊豆諸島における重要漁業として隆盛をゑたサメ漁業も、近年、漁業人口の著しい減少に

よる経営の不振から、これを専業とする漁船は数隻を限られ標本船の選考については苦慮した。

本都においては、限られた従業船の中からアジ、サバを対象とする２０～３０トン級漁船３隻を

選考し協力を求めた。

ロ標本漁船要目

Ei向企孟弓乏坑n期

ハ実施概要

４０

－４－

調査年月日

３９．５．４～６

３９．５．９～１１

３９．６．１０～１４

３９．７．１７～２０

３９．８．１～３

３９．９．１４～１６

３９．１０．７～１０

３９．１１．２７～２９

３９．１２．１４～１４

４０ｃ２．８～９

４０．３．５～８

４０．３．２２～２５

船名

お
ま
ま
お
ま

お

し
ず
・
ず
し
ず
〃
〃
〃
〃
〃
〃
し
〃

や
あ
あ
や
あ

や

側点数

０
８
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

実施点数

０
７
９
９
９
９
９
９
９
７
８
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１

欠測点数

０
１
０
０
０
０
０
０
０
２
２
０

調査員名

浦
本

本
本

藤
笹

笹
笹

、
や

、
、

帥
螂
繍
鮒
〃
〃
〃
〃
〃
〃
醐
僻
備考

１月定期検査のた
め２月に実施

船名 トン数 馬力 漁業種類 調査実施期間 主妥根拠地

吉栄九

NCL8上次丸

No21八幡丸

l９９６

２９Ｌ９８

３６９６

Ｄ１２０

Ｄ１４０

Ｄ１４０

サバ－本釣

サメ一本釣

アジサバ棒受網

４０．２．２１～３．２４

４０．３．１～３．－１９

４０．２．２４～３．２８

波浮港

波浮港

波浮港

対象漁業 魚、種 調査の期間 標本船隻数 延隻数 備考

サバ－本釣

棒！受網

サンミ

アジサバ

４０．２～３

４０．２～３

’
２
１

Ｑ
Ｊ
。
】



Ｃ

Ｑ－－

＝資科収集状況

標本漁船に漁況日報用紙を配布し、調査事項を記入し１週間毎に郵送させた。

調査項目（漁況日報、様式Ｂ）

船名、出入港年月日、根拠地、漁業種類、操業回数、操業位置、操業開始及び終了、時刻、魚

群（深さ、大小）、漁撹人数、天気．風向、風力、水温、波浪、餌付状況、漁獲量、参考事項

(5)予報資料収集方法

イ加入電信（テレックス）

・設置不可能のためなし

ロその他資料収集方法

大島漁業用無線局無線日誌。

指導船〃あずま〃及び〃やしお〃による調査資料。
大島波浮港市場水場日誌。

市場及び一般漁船に対する聞込み調査。

島しょ各漁業協同組合との電話連絡、開込孟調査。

他県水試発行の漁海況速報。

漁獲魚の魚体調査結果。

(6)予報の発表

イ漁海況速報

０

‘

の

□その'他の予報の公表の方法

指導船による漁海況調査あるい'よハルトピ漁業調査期間中に行なわれた調査結果について、漁業

無線、大島分場ニュース等で関係機関に通報した。

－５－

発行月日 発行部数 主な配布先 対象魚種

日
日

日
日

６
０

９
０

２
日
３
日
２
日
日

日
日
３

、
ワ
ー
４
斗
（
［
［
円
ワ
ー
４
４
△
、

ｑ
卵
氏
別
４
２
２
４
２
２
３

日
２

２
２

２
、
、
２

＆
も

、
、

●
刈
生
、

９
『
Ⅱ
上
【
Ｊ
’
、
〈
Ⅱ
〉
庁
Ｊ
１
、

、
、

ワ
］
Ｆ
Ｄ
１
▲
Ｆ
Ｄ
１
▲
Ｆ
Ｄ
ワ
］
イ
上
〈
０
ワ
】
『
１
（
ｂ

１
１

１
１

１
、

、
、

、
●

、
、

５
、
０

３
，
４
４
（
１
▲

、
４
４
ニ
ハ
Ⅱ
〉
、

、

１
７
１
８
１
８
１
１
９
１
１
９

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

８
１
３
１
５
２
６
４
２
５
３
３

凡
凡
凡
凡
凡
凡
八
八
八
凡
凡
凡

４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
３

１
１
１

計

８

！立
口

立
口

Ｏ

ｎ
Ｕ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｒ
Ｊ

５
５ハ
ム

東海区水研及び近県

各水試、都内漁協組

〃

"

〃

●

"

"

〃

"

/'

〃

'’

トビ、サ／

トビ、サン

アジ、サ／

アジ

サン
●

、

アジ

、

、

、

サ／

●

、

●

、

Ｓ

、

●

、

■

､

､

カツオ

タヵベ

タヵベ

イカ、タカベ

サ／

アジ、サン

アジ 、 サ／

アジ、サ／

アソ、サ／

アジ、サン
寺

、

寺

、

●

、

寺

、

ざ

、

ｆ

、

、

､

､

、

、

、

イカ

イカ

イカ

イカ

イカ

イカ、トビウオ

カジキ、マグロ
サ〆

ざ

、

､ イカ 、

､ アジ

トビウオ

､
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調査研究結果

(1)海洋状態の推移と特徴

伊豆諸島近海では冷水塊の影響により黒潮流軸は一定せず、四季を通じて不安定な状態を示してお

り黒潮流軸の変動は伊豆諸島近海の海況を大きく左右している。

まず、伊豆諸島近海における黒潮流軸の変動をみると、４－５月、７－８月、１１－１２月にそれ

ぞれ接岸（八丈島以北）し、１－３月、６月、９月には離岸の状態を示している。すなわち、

①１月下旬～２月下旬は八丈島～ベヨネーズ間を東～東南東進している。

②３月中旬、－時八丈島に接岸したが下旬には再び青ヶ島付近を東進し４月上旬まで続いた。４月

中旬～下旬には著しく北偏して〃黒瀬〃付近を北東進している。

③５月上旬～中旬には黒潮本流は北に癌向したが、５月下旬～７月上旬には八丈島以南を、７月中

旬～下旬には〃黒瀬〃付近を流去している。

④８月上旬～中旬および１０月中旬～１２月中旬は〃黒瀬〃付近を東北東進しているが８月中旬～

９月中旬には著しく北偏し、御蔵島近海を東北東に、９月下旬～１０月上旬には八丈島以南を流去

している。

⑤４０年１月下旬～２月上旬には南偏し青ヶ島付近を東進していたが、２月上旬～中旬には〃黒瀬〃

下旬～３月上旬には御蔵島付近を流去している。

次に、３９年における伊豆諸島近海の海況を承ると、２月下旬には大体１５℃の水帯にお上われ

ているが利島、新島周辺では一般に低く１３～１４℃を示しており、３８年冬季に近い海況を示し

た、しかしながら、魚類のヘイ死はふられなかった（昭和３８年１月～３月には底棲魚類約５０種

がへイ死）。その後、次第に上昇の傾向を示したしのＬ４月上旬までは冷水域にお上われたため全

般的に低温の状態を示した。

４月中旬には、黒潮の接岸にともない冷水塊は著しく縮少され、大島近海（１４℃）を除いて回

複（御蔵島～八丈島では２０～２１℃）した。

５月には、三宅島、御蔵島近海に高温帯の張り出しが見られたが、伊豆半島の南岸から利島、新

島近海には沿岸水の流入が強く、この海域では依然として１８～１９℃の低温を示した。

また、この海域では潮流が弱く、伊豆半島から大島近海にかげて東西に伸びる顕著な潮境が承ら

れ、伊豆半島沿岸では夜光虫による赤潮が発生し、大島近海でも水色が不良で、「ドプ潮」の現象

（透明度１１～１５ｍ）を示している９中旬には利島付近を中心に孤立した冷水域がふられ、この

冷水域は６月まで存在した，

７月に入り、大島、新島、神津島近海では冷水塊の影響を受け、水温は著しく下降し表面水温で

も２０℃の低温を示している。また、この時の調査では下層水温の下降が目立ち、１００ｍ層で１

３～１４℃、２００，層で１０℃前後、４００ｍ層では５～６℃で、６月に比較すると約４～５℃

の低温を示している。

８月にも伊豆半島南岸から利島、新島近海にかけて沿岸水の張り出しが顕著になり、同海域は引

続き低温を持続し、沿岸水の張り出しは１２月にも認められた。

１０～１１月、野島崎南３０～３５浬付近では東沖より流入する温水帯が見られたが１２月には

消滅している。また、７月以降見られた下層の低水温は１１月には回復し、表層水温との較差は箸

２

－６－
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しく減少した。

４０年２月には、黒潮の離岸にともない伊豆諸島近海は広く冷水塊におよわれ、御蔵島以北の海
域では１４～１５℃の低温を示した。

３９年、伊豆諸島近海における海況の変動は以上のとおりであるが、列島線の東側と西側では海
況が著しく異なり、、西側にあたる伊豆半島沿岸、利島、新島、神津島近海では冷水塊の影響を受け、
周年、低温の現象を示した。伊豆諸島近海の海況は、黒潮流軸の変動（冷水塊の拡散）と密接な関
係にあり、特に冬季から夏季には海洋状況の著しい変動が目立ち、例年に比べて低温を持続した。
イ．沖合定線調査

４月上旬観測

黒潮本流は青ヶ島、ベネーズ付近を流去している模様で、伊豆近}毎の海況は幾分好転の傾向を

示している。

今回の調査から水温の分布を見ると、表面水温は大島近海で１４℃台、三宅島から八丈島にか

けては１７～１８℃の水帯が見られる。また、八丈島の南部から青ヶ島近海では２０℃台を示し

ている。先月まで八丈以北の海域は冷水にお上われていたが、黒潮の強勢にともない八丈、三宅Ⅲ

島近海では水温の上昇が目立っている。

また、復路の表面水温観測（４月１４日）によれば、青ヶ島から御蔵島付近まで２０～２１℃、
三宅島付近では１８℃台を示しており、三宅島、御蔵島間には顕著な潮境が認められ黒潮の接岸

がうかがわれた。

１０月中旬観測

表面水温の分布は、大島近海で２２℃、八丈島近海で２５℃、青ヶ島、ペヨネーズ近海で２５
～２６℃を示している。また、１００ｍ層では大島近海で１７℃、三宅、御蔵島近海では１４℃

前後、八丈島以南の海域では２５～２６℃を示した。

このように伊豆諸島'北宵随域の低温が目立ち、３８年よりも可なりの低温を示している。

２月中旬観測

伊豆近海の水温の分布は、大島、三宅島近海では１４～１５℃の水帯にお上われており昨年と

比べて大きな変化はふられない。

御題島の南岸からベヨネーズ付近にかけては、１９℃の水帯が承られ八丈、青ヶ島では、１０

０～１５０，層まで１９℃の水帯の流入がみられた。八丈島付近では昨年２月下旬よりも約３℃、

青ヶ島で約２℃上昇しており、南部海域では昨年と変った海況を示している。

ロ地先定線調査

５月上旬観測

調査海域の水温の分布は図に示すように、表面水温は１８～２２℃、１００，層では１５～２

０℃で伊豆半島沿岸で低く、沖合で高温を示している。

潮流は新島南岸で速く約３ｋt,前後の東向流となっている。また、伊豆半島沿岸から大島南岸
にかげて東西にのびる顕著な潮境が認められた。

５月中旬観測

伊豆近海の海況は４月に入り好転の傾向を示し、４月~下旬にはすでに大島近過で１８℃台、三
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宅島近海で２１℃、御蔵島近海からベヨネーズ近海まで２２℃の水帯にお上われている。表面水

温は大島近海で２１℃、三宅、御蔵島近海では２２～２３℃を示している。１００，層では調査

海域を通じて大体１６～１８℃で、伊豆半島沿岸には１４～１５℃台の水帯が認められた。新島

近海では表面で１９～２０℃、１００，層で１６℃の低温を示している。潮流は全域を通じて大

体北向流で、三宅、御蔵島の東側では特に速く約３ｋｔ前後の流速を示している。

なお、新島の西側では南北にのびる顕著な潮境が認められた。

６月中旬観測

伊豆近海の海況は５月に比べて大きな変化はみられ、ｂ表面水温の分布は大島、三宅、神津島近海

で２１℃、御蔵島近海では２０℃を示している｡利島付近には前回同様、湧昇流と,思われる２０

℃の低温域が見られる。潮流は三宅、御蔵近海で約１ｋｔの南東流、大島近海では弱い西向流で

あった〕

７月中旬観測

前月に比べて著しく下降し、特に大島、新島、神津島近海では低く表面水温で２０℃前後、三

宅島近海では２４℃を示している｡今回の調査では中層付近の低温が目立ち、１００ｍ層では１

３～１４℃、２００，層では１０℃前後、４００ｍ層では５～６℃で、６月の観測時に比較する

と約４～５℃の低温を示しており、伊豆近海では異常海況を示した。

８月上旬観測

伊豆近海の海況よ８月に入り約１～２℃上昇し、表面水温は２２～２７℃で例年に比べると約

２℃の低目である。

水温の分布は、列島線の東側が高く西側では低温の現象を示しており、伊豆半島、大島間には

南下する沿岸水がみられ、利島、新島近海では前月に引続き低温を示している。

９月中旬観測

９月には、水温の分布は列島線の東側で高温、西側で低温を示し前回よりも幾分上昇の傾向を

示している．表面水温は２４～２８℃で大島、新島近海では２５℃、三宅島近海で２６℃、御蔵

島近海では２７～２８℃で利島近海には前回同様冷水域が認められた。

また、２００ｍ層でも利島付近で１１℃、ＢＴ、１１付近には冷水塊の張り出しと,思われる１

０～１１℃の水帯がみられ、三宅島近海では下層水温の低温が目立った。

１０月上旬観測

伊豆近海の水温の分布は前回よりも更に下降し、表面で２２～２５℃で御蔵島近海では９月中

旬に比べて３℃の下降を示している。利島、新島近海では和変らず冷水域にお上われている。

また、下層水温の低下が目立ち、１００ｍ層では１３～１７℃の水帯にお上われており昨年に

比べて約７℃の低温である。

１１月下旬観測

水温の分布は表面で２１～２３℃で昨年同期あるいは前回の調査に比べて約１℃の低温を示す

程度で大きな変化は見られない二

三宅島東方のＳ'Ⅱ、１５～］６付近には、東沖から流入する２３℃の水帯がゑられた゜１００

ｍ層では、水温の分布範'111は１９～２３℃で、三宅島沖（Ｒ、１５．１６）には表imi同様２３℃
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の水帯が認められた。

今回の調査で特に目立った点は、表面と１００ｍ層水温において温度差が少なく、前回（１０
月上旬）の調査で認められた１３～１４℃の水帯は消滅した。

潮流は調査海域を通じて北東～東北東流で、御蔵島付近では２．５～３．０ｋｔ、北部海域で
も大体１ｋ力前後の東向流を示している。透明度も前回の調査（１２～１８ｍ）に比べるとかな
り好転している．

１２月中旬観測

１１月の観測に比べて大きな変化は認められない。表面水温の分布は大島、新島iLq毎で１８～
１９℃、御蔵島近海では２０～２１℃を示している。前回の調査でふられた（ＢＴ、１５～１６）
２３℃の水補よ消滅している。

潮流は三宅、御蔵島近海では、２．５～３．０ｋｔの東北東流で北部海域では１ｋt,前後のt7i砿
を示している。

２月上旬観測

黒潮の離岸にともない:潮流は弱く約１ｋｔの東向流で、大島～伊豆半島間では１ｋｔ前後の南
東流が認められた。

水温の分布は、１４～１５℃で、調査海域は昨年同様冷水域にお上われている。
３月上旬観測

調査地点が少ないため、広範囲な海況を知ることはできないが、大島、ｊ;17島、三宅島近海の水
温の分布は、２月下旬よりも幾分上昇し表面水温は１６～１８℃を示している。また、１００ｍ
層では１３～１７℃で伊豆半島沿岸で低温を示している。

３月下旬観測

調査海域の水温の分布は表面で１４～１６℃を示し、伊豆半島側で低く東側では幾分高目とな
っており、ＳＴ、２付近では１６℃の水帯が認められた。１００，層では１３～１４℃を示し、

新島近海では上旬よりも約２～３℃の低温となっている。
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ハ．プランクトン

昭和３９年度、沖合隔月調査並びに地先定線調査時に(霊ネットにより採集したプランクトンの

出現状況は表１～２に示す如くＯｏＰｅｐｏＣＬａが各調査、全測点にわたり主群をなし、次いで

ＳａｇｉｔｔａＣｏｐｅｌａｔａの出現が多く見られた。ＳａユＰａ・ＮｏｏｔユユＣａは春夏季に極tih的な

大量発生が見られるが、オキアミ類、端脚類は少量ながら（ほとんど１％以下）毎月出現してい

る。その他大型動物性プランクトンとしては、クラゲ、マキガイ等が見られるが、共に出現

頻度は小さく、クラゲは年間を通して、マキガイは秋冬季にかけ出現している。植物性プランク

トンとしては珪藻類のｍａｔｏｍｅａｓの出現が若干見られる程度である。

３回にわたる沖合隔月調査では各回共ＯｏＰｅＰｏｄａが優占し、４月のＳＴＯ５０（八丈島南端）

を除き、全測点にわたり３０％以上を占め、次いで４月はＮｏｃｔＵｕｃａ、１０月はＳａｇｉｔｔａ、

２月はＳａユＰａが多く出現している。尚４月のＳＴＯ５０はＮＯｃｔＵｕｃａの大量発生が見られ７

０％以上を占めた。

年間１２回行なった地先定線調査の結果てl丸５月の第１次、並びに７月の調査を除き、いずれも

ＯｏＰｅＰｏｄａが主群をなし、次いでＳａｇｉｔｔａ、皮ノウ類、Ｎｏｃｔｎｃａ等が多量に出現して

いるｶﾐ５月の第１次調査ではＢａユＰａが、７月にはＮｏｃｔＵｃａが大量に発生し優占種となって

いるゴ

ー．(毎ネット卵稚仔出現状況

魚類卵稚仔

全測点２２４点中９１測点に総計１，５０５個の卵が出現した。魚類の稚魚は７９測点に２６７

尾出現した。卵の最多出現時期は昭和３９年５～６月と同４０年３月の春季；に多く、稚仔は昭和

４０年３月に著しく卓越した。

全般を通じて例年に比してカタクチ卵稚仔は減少傾向で昭和３９年春季に特に少なく、昭和４

，０年春季は精々多かった。また、昭和３９～４０年春季のサバ卵の増加は著しいものがある゜

イカ類卵稚仔

全測点２２７点中イカ卵は１２測点に８９個出現した。イカ稚仔は１０側点に１３尾出現した。

これらの出現は春～夏季で、卓越したのは昭和４０年３月伊豆半島南東側（Ｓ四．６．７）であっ

た。

ホ．（つネット卵椎什出現状況

魚類卵

全測点２２４点中魚卵は１７７点に総数４１，６４９粒が出現した。多い時期は３９年４月～１

０月上旬でピークは５月上旬で２ｑ８０９粒と多い。１０月中旬～１２月中旬、２月中旬は全く
少なく最低は２月の７３粒で４０年３月から再び増大した。

魚卵のうち明らかなものは次の通りである。

○カタクチイワシ

３９年４月新島ＳＥに４４粒、５月に下田沖に１粒と僅か４５粒出現したのみで異常に少ない。

－１６－
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表１昭和３９年度⑬ネット卵稚仔出限状況一覧表

①
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○サバ類

３９年４月新島ＢＥＩで４３４粒、５月には三宅島以北のほ蟹全域１２地点に２０，００７粒出現

した。特に大島周辺（lSt、６．１９．）､新島、（Ｓｔ、２．４．１６．）に多い。

○その他

トビウオ卵は３９年４．５月に７粒、キユウリエソ卵は３９年４．５月、４０年３月に２６粒、

ハダカイワンは３９年５月に１粒の承である。なお未査定不明卵は２１，０８８粒である。

魚類稚仔

全測点２２４点中稚魚は１９３点に総数３，８４１尾が出現した。多い時期は３９年７～１１月

と４０年２～３月で前者のピークは９月に１，０７８尾、後者のピークは３月上旬に８４３尾出現

した。最低は１２月中旬の４３尾である。

稚魚のうち明らかなものは４６種（アン類．タカペ．サンマ．カタクチイワシ．ネズミギス．

エソ類・サギフエ・ハダカイワン．トビウオ類．ヒラマサ．ブリ．カンパチ．メジナ類．サバ．

モンガラカワハギ．シイラ．カワハギ類、ギンポ類．ヒメジ類．カマス類．無足類．ツクントピ．

ハゴロモトピ．ホソアオトピ．サヨリトピ．エポンダイ．テンジクイサギ．アイゴ．カゴカキダ

イ・ベラ類・ウミヘビ類・スズメダイ類．ホテイエソ．カツオ類．コチ類．イツトウダイ類．ハ

ナオコゼ・ニジギンポ・マツダイ・オニオコゼ・異体類・ボラ類・タカノハダイ．カサゴ類．ス

ズキ・ムツ）てこれらのうち主要なあの上出現状況は次の通りである。

，
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年月日 側,点数
魚類

卵 稚仔

イカ類

卵 稚仔

３９Ｐ、４．５～６

３９．５．４～６

３９．５．９～１１

３９．６．１０～１４

３９ ● ７．１７～２０

３９．８．１～３

３９．９．１４～１６

３９．１０．７～１０

３９．１０．１３～１６

３９．１１．２７～２９

３９．１２．１４～１７

４０．２．８～９

４０．２．１５～１７

４０．３．５～８

４０．３．２２～２５

合計

７
０
９
９
９
９
９
９
８
９
９
７
０
０
０
４

１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
２

２

９
３
１
６
１
１
９
５
３
４
９
９
２
１
２
５

Ｐ
Ｃ
句
Ｉ
旬
Ｉ
ｏ
］
Ｐ
Ｏ
勺
上
ｏ
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１
４

４
６
０

２
１

７
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０
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１
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１
１
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１
１
１
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１
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○アジ類

３９年５～１０月にわたって１８点とほ堂全域に８０尾出現し、特に７月に４９尾、９月に２

ｏ尾と精々多い。

○タヵベ

３９年１０月、４０年２～３月と略三宅島以北の９地点に１３７尾出現した。最も多く出現し

たのは４０年２月の７０尾、３９年１０月中旬の５９尾である。

○サンマ

３９年春季（４～５月）と１１月以降４０年３月まで５１地点とかなり広範囲に２２６尾が出

現した｡最も多く出現したのは３９年５月に５７尾、４０年２月に９５尾である｡

○シラス

主としてカタクチイワシの稚魚が周年にわたって８９地点の略々全域に１，０３０尾出現した。

多く出現した時期は３９年５～１１月で特に７～８月に最も多く７月は２６８尾、８月は２９６

尾である。最も少ない時期は冬季間の３９年１２月～４０年２月である。

○その他

ネズミギスは３９年８～１０月にわたって２３０尾、サギフエは春冬季に２２４尾出現した。

主要な魚類ではサバ・ヒラマサ・ブリ・カンパチ・トビウオ類が梢々多く、散発的ではあるが出

現し、不明魚は周年にわたって４２０尾出現した。

○イカ類

イカ卵は９～１１月を除く周年にわたって３０地点に１，３９４粒出現した。最も多く出現した

時期は４０年３月で９９９粒である｡

稚仔は３９年１２月、４０年２月を除く周年に２１地点に４２尾散発的に出現した堂けである。

(2)主要魚種の漁況の推移と特徴

○サバはね釣漁場

関東近海におけるサバ漁業は、１月銚子沖漁場で開始されるが、伊豆諸島近海では例年、列島線

の西側にあたる銭州、ひょうたん瀬の漁場に魚群が出現し、漸次、東へ移り、＞大室出しには大体

５月末まで存在する。３９年の漁況についてみると、４月に銭州、渡り瀬、新島瀬戸に形成ざれ１

日１隻平均６～１３トンの漁獲があった。５月には漁場は大室出しに形成された｡この大室出しにお

ける漁獲量についてふると小型船で１．５～３トン、大型船は７．５～１１トンの好漁を示した。伊

豆諸島近海のはね釣は５月末か６月初めには終漁する。６月から８月の夏季（ピン釣漁法）には０

６～１トン程度で、大室出し以外の大島千波岬・岡田沖でも短期間でＩ土あるが若干操業された、９

～１０月にも大室出しにおいて漁獲されたが漁獲量は少なく、１１月中旬から漁場が形成され１～

２トンの好漁が１２月まで続いた。２月下旬（４０年）には近年になく中型船で３～５トンの漁獲

があったが、これは對仔沖に出現した冷水塊により南下した群であろうか？しかし、この漁期は短

かく、その直後、３月上旬から銭洲において漁場が形成ざれ１０～１５トンの好漁があった。この

銭洲におけるサパ漁場の形成は昨年より約１カ月早くなっている。

○ムロアジ．サバ棒受網漁業

１～２月、大室出しで若干操業されたが、その後中断し、６月末から７月にかけて神津島近海で、

１日１隻５～１１トン（サバ：ムロー８：２）の漁臘があった。７月下旬から１０月上旬までは漁

－１８－
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場は一定せず、大島、利島、新島、式根島、三宅島および御蔵島近海と漁場は広範囲に分布したが、

漁獲量は中型船で１～５トン程度で、御蔵島近海における漁獲魚はムロ：サバ＝９：１であった。

１０月下旬には短期間ではあったが、大室出しで４～１０トン（サバ：ムロー８：２）の漁獲があ

り、１１月上旬から、三宅島近海に漁場が形成ざれ域中型船で１日１隻３４トン（ムロ：サバ＝７

：３）の漁獲があり操業船はいずれも満船の状態であった。その後も１２月中旬まで、同漁場は地

元の小型船が好漁を続けた｡

一方、１２月末日および１月中旬に大室出しで若干操業されたが、１月下1句から御蔵島近海に漁

場が形成され、２月上旬まで１０～１７トンの漁獲が続いた。

３月に入ってからは銭州に漁場が移り、１０～１５トン（ムロ：サバ：－７：３の漁獲があった。

漁獲魚種についてふると、昭和３８年においては伊豆諸島海域における俸受網漁獲魚はサバが大

判を占めていたが、３９年にはムロアジの混獲率が高くなっている。

(3)地域主要魚種の海況の推移と特徴（その他の魚種）

○突棒漁業

３９年２月、大島近海および三宅島近海で操業され、大島波浮沖ではクロマグロの回遊が承られ

た。６月中旬～９月下旬および４０年１月中旬には大島近海、特に大室出しを主漁場として操業ざ

れ若干の漁獲があった。

４０年２月中旬、御蔵島～千倉間において７～１０本（１隻平均、マカジキ）の漁獲があったが、

３月以降は銭州に漁場は移り、マカジキを主として１０本程度（１日１隻、以下同様）の漁が続き、

中ノ瀬においても曳繩によりマカジキ６本程度の漁獲があった。更に中旬には銭州．神津島近海．三

宅近海えと漁場は拡がり、この広域な漁場において、マカジキを主として、良い船で４０本、少ない

船で７－８本の漁獲があり、大島波浮港市場は１００～１５０本の水錫が続いたが、これは近年にな

い大漁である。

○ハマトピウオ流刺網漁業（３９年２月～５月）

鳥島漁場

２月下旬、１日１隻当り（以下同様）、１，５００～３，０００尾の漁獲があり漁期初めとしては順調

なスタートであったが、３月上旬には不振となった。下旬ばや▲好転したが、４月上旬には再び低調

となり中旬には更に低下し、操業船の大半は北上し終漁した。

ベヨネーズ漁場

４月上旬低調であったが、中旬には好転し、好、不漁の波はあったが、良い日は１隻ＭＯＯ～１

３０００尾程度の漁獲があった。下旬には１，０００尾前後と低調になり、４月末には終漁となった。

青ヶ島漁場

漁期は４月上旬から始まり、中旬４，０００～ａ０００尾と盛漁期に入り、下旬には１，０００尾程度

となり終漁した。

八丈島漁場

例年、漁場の中心となっているが、４月上旬漁場が形成され、５００～１，０００尾の漁狸があった。

中旬や上低下したが、その後好転し’’０００尾程度の漁獲が続いたが５ﾉ]下，句には不振となり終漁し

た。

－２０－
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三宅．御蔵島漁場

４月上旬から操業され、下旬には良い日で５００尾程度、４月末には１，０００尾程度の漁があった

が、５月には３００尾程度と不振となり終漁した。

○マグロ延繩漁業

４０年３月中旬、銭州、ネＩＩＪ津島近海で３０～４０隻が操業、クロマグロ１６～３８本の漁獲があり、

近年にない好漁が見られた｡

以上、３９年伊豆諸島近海における主要魚種について申し述べたが、４０年３月には、特異な漁況

としてサバ－本釣漁業、棒受網漁業、突棒漁業、延繩漁業によるサバ、ムロアゾ、カジキ、クロマグ

ロ等の広域な漁場が形成され、近年にない好漁により活況を呈した。

（４）昭和３９年度における主要資源の評価

気象、海況等の環境条件により資源量が直接漁獲量とはならないが、資源のないところに漁獲はあ

り得ない様に漁獲量は資源量に支配されている。

伊豆諸島海域における主要資源中（例えばサバ、ムロアジ、カツオ、マグロ、カジキ、イカ等）漁

獲され島喚に水場されるのは僅かに小型船の操業する地先漁業による漁獲物で当海域漁獲物の一部が

主として大島波浮港に水揚げされているに過ぎず、その大部分が他県の小、中型船によるものである。

このため島廻り漁場における操業船の漁獲量の把握は全く困難を極めている。

地先根付きの魚種であれば地元船による操業が多く、また水揚げも地元において殆んどが行なわれ

る。従って根付魚種の資源の評価は容易にできるが、一方、先に述べた回遊性魚類については魚群の

広範囲な回遊、漁場形成についての調査、漁況の把握が伊豆諸島海域の様な特殊な壌境下では当場の

如く、－地方水試の分場の能力の及ぶところではない。

‐従って同一海域を利用する各都県の協同調査によって総括し、これを評価することが望ましい。こ

の点、国の機関である水研において調整を行ない、実施すべきではなかろうか。

３漁海況予報事業実施上の問題点

（１）調査研究上の問題点

イ．定線調査

本都においても沖合及び沿岸定線調査を実施した。これらの調査の実施に当っては当初の計画に

基き短期間に全測点における観測を終了することが望ましい』しかし乍ら、昭和３９年度において

は若干の相違を生ずるに至った。これらは船体上架及び気象条件等によるものであるが、計画立案

に際して、年間の気象条件の予測は困難である。殊に冬季における気象の変化は著しく、観測時期

を遅らせ、観測不可能により欠測点を生じ、また仮泊等により一連の観測が途中で分断される。

従来、伊豆諸島海域は冬季継続して気象条件に恵まれることは少なく、昭和３９年度においては

殊更著しかった。従って計画立案は単に調査に要する日程の歌ならず、調麿（観測）実施中に気象

条件の悪化により最寄りの港に避難することを予め考慮のうえ計画立案すれば観測時期の遅れは解

消され、観測日時は若干長引くが、資料の空白は埋めることはできよう。

ロ．標本漁船調査

サバ釣り漁業及び比較的サバの多雄される棒受網の各操業船について本調査を実施したが、漁船

数は少なく、従って標本船も少ない。更に伊豆諸島海域における操業船は千葉、神奈川等の近県か

らの出漁船が大部分であり、本都における標本船の承を対象としていてはその広域にわたる漁場の

－２１－
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実態は把承得ないのが実状である。

従って標本船の摘出は－都道府県を単位として行なわず、一定の海域力あるいはその海域に関係

する数県を－単位として実施し、これらの資料を集積し、数県でこれらの資料を共有することがで

きればより正確に漁場の実態を把握することができるであろう。

へ今後の調査研究上必要な事項

マサパ（ヒラサパ）について標識放流を実施してきたが、極く短期間の移動、回遊状況を把握す

ることができたに過ぎない。春季伊豆諸島海域に出現するサバ群は漁況推移、生態等から銚子沖漁

場における群と同一系群と推定されてはいるが、その南下回遊は末だに確認されていない。伊豆諸

島海域に来遊するサバ群の経歴を明らかにすることが急務であり、次の研究への基礎となるものと

思われる。

また標識放流の方法として、従来の規模が地方水産試験場の限界とも思われるが、必要に応じて

委託費を設け、民間船に標識放流を依頼し、大規模に実施することも目的を達成するためにとられ

てもよいのではなかろうか。

(2)予報作成上の問題点

イ．予報と実際との比較

資源を合理的に利用することにより漁業経営の安定を図るため漁海況速報を週一回発行した。

どれらの速報は短期及び長期漁況予報及びその時の漁海況について記載したが、海況の安定してい

る時期には予報は略々的中したが、海況の変動の著しい時期及び平年と著しく異る時期には少なか

らず相違が承られた。従って海況の予測ができない場合は単に漁海況の現状を速報することにと壁

まらざるを得なかった。

ロ.今後の予報作成上の問題点

漁況は資源とこれに対する生産行為、そしてこれらを取りまく環境要因とから成り立っている。

資源量と生産行為を測り識ることは可能ではあるが、気象、海況等の環境要因を予測することは極、

めて困難であり、これらを適確に予測し把握されなければ漁況について云々できず、仮りにこれら

の環境条件を仮定して漁況について論じたとしても、その仮定が実現される可能性は薄く、黒潮流

軸の変動、冷水塊の拡散、収れん等により海況の変動が著しくなれば更にその実現性は乏しくなり、

長期漁況予報における努力は無意味とならざるを得ない。

従って長期漁況予報はその主題を漁況とはせず、むしろ資源量やその分布、移動等の予報にと蟹

め、これを基盤としてこれに把握された漁海況を加味し、その時宜に即応した短期予報を速報する

ことが利用する漁業者にとっても望まれるものではないかと,思われる。

－２２－
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(5)標本船漁況日報

標本船漁況日報を取り纏めた結果は下記の通りである。サバ釣り船は銚子沖榊易において、また棒

受網船は御蔵島近海にだいてそれそれ操業したものであるか、標本船か少なく、この資洲では出漁海

域に漁場が形成されていたことを知り得Z,のみで、漁場の実態を把握することはてiきたい。

内

ｖ
心

」

【ｔ

－７５－

船名 Ｎｏ２１八臆 九 吉栄 九 Nc8上次丸

業稗類 アジサパ棒受納 サバ．はね 縁１ サバはね釣

操業期旧） ２月２日～２４日 ３月４日～２８日 ２月２１日～２７日 ３月１日～２４日 ３月１日～１９日

操業日数 １３日 １１日 ５日． 11日 １０日

、P

場
御蔵島ＮＢ

１５０～３００ｍ

三宅島大久保
沖

三宅鳥大久
保71P

銭洲

大室出し

銚子

銚子

銭ｉリ

中ノ瀬

銚子

銭

中 ノ瀬

廷漁労人数（名） ２９９ ２５３ １０５ １９２ 1４５

こう サ
の

／、

大

中

'」 、

へ

〆

＞２Lｉ６２５

、

Ｌ
､' ９４，１２５

。
〃

、

６３，２４０

ノ

大

ゴマサバ中

'｣、 ２４，０００ ２５，４８０

ムロア
寺

ン

アオムロ

３７;５８５

２９１０

８０，９９５

オアカムロ 9，３３５

計（１Ｗ）△き－
口 ７３，８３０ 1０６，４７５ ２ｌＪＬ６２５ ９４，１２５ ６３，２４０
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